
 

 

 

高齢者虐待防止及び身体拘束等の適正化指針 
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１．基本方針  

社会福祉法人母恋では、高齢者虐待及び身体拘束は著しい人権侵害であると

の認識のもと、平成１８年に施行された「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に

対する支援等に関する法律（高齢者虐待防止法）等の理念に基づき、高齢者の尊

厳を保持し、それぞれが有する能力に応じて自立した生活が営めるようにする

ため、以下に掲げる虐待行為の防止に努めるとともに、身体拘束及びこれに類す

ることについても緊急やむを得ない場合を除き行わないこととします。 

 

２．虐待行為   

①身体的虐待（身体への暴力、身体の拘束も含む） 

②介護・世話の放棄・放任（ネグレクト）（必要なケアの放棄・放任など） 

③心理的虐待（暴言や拒絶などによって心理的外傷を与える行為） 

④性的虐待（わいせつな行為など） 

⑤経済的虐待（同意なしに金銭を使用するなど） 

⑥その他、本人が精神的・身体的に苦痛と感じさせる行為や不適切ケア 

 

＊＜不適切ケア＞  

不適切ケアとは明らかな虐待ではないものの正しくないケアのことをいい、放

置しておくと虐待につながる危険性がある 

①名前をあだなやちゃんづけで呼んだり、子どもに使うような言葉遣いをする 

②威圧的な態度や命令口調で接する 

③明らかに面倒だなあという態度をとる 

④理由の説明をせず「ちょっと待って」「動かないで」と言う（スピーチロック） 

⑤自分でできるのに時間がないからと職員がやってしまう 

⑥無言でケア、無言で車椅子を押す、車椅子を押すスピードが速い、など 

 

３．身体拘束 

①車いすやベッドなどにひもで縛る 

②降りられないようベッドを柵で囲む 

③自分で開けることのできない部屋に隔離する 

④行動を落ち着かせるため過剰に薬を服用させる 

⑤その他、本人が自由に動けなくする行為 



４．緊急やむを得ない場合の身体拘束 

①本人や他の利用者の生命や身体への危険性が極めて高い場合 

②身体拘束以外の介護方法がない場合 

③拘束が一時的なものである場合 

 

 ＊なお、やむを得ない場合でも以下に従い適正な対応を行うこととします 

①本人にとって最も負担の少ない方法とする 

②本人や家族に対して事前又は事後に十分な説明を行い理解を得る 

③拘束の必要性が無くなった場合は速やかに解除する 

④拘束に至った時点から終了までの経緯等を下記の委員会で検証し記録する 

 

５．虐待防止・身体拘束適正化検討委員会 

虐待防止及び身体拘束の適正化について検討を行うため、法人内の各施設・事業

所に委員会を設置し、定期的かつ必要な都度開催するとともに、その結果につい

ては全職員に周知することとします。 

（１）名称：虐待防止・身体拘束適正化検討委員会 

（２）構成員：施設長、管理者、看護師、介護職員、生活相談員、計画作成担当

者で構成 

（３）開催：定期的な職員会議やスタッフ会議と兼ねて開催 

（４）協議内容 

①虐待防止や身体拘束の有無の確認 

②虐待につながる不適切なケアの有無の確認 

③虐待や身体拘束のないケアのあり方や改善案の検討  

④職員研修計画の策定・実施  

⑤虐待と思われる事由が発生した場合の対応方法など 

（５）記録の作成 

   検討内容について議事録を作成し保管する 

 

 

 

 

 

 



６．職員研修の基本方針 

 ①虐待防止・身体拘束は行わないとの強い意識を持って職員全員が適正な介 

護が実践できるよう法人内で定期的な研修を実施 

 

 

 ②内容としては、高齢者虐待防止法の基本的考え方、高齢者の人権擁護、虐待

の種類や発生要因の理解、発見時の対応などのほか、ストレスも虐待の大き

な要因となることから、メンタルヘルスやストレスマネジメントに関する

研修も実施する 

 ③実施は年２回以上で新規採用時には必ず行うこととし、さらに虐待につな 

がりやすい認知症についての理解を深めるための研修も併せて実施 

 ④研修内容については出席できなかった職員にも研修用資料にて周知すると 

ともに記録を保管 

 

７．虐待等の疑いが発生した場合の対応 

 ①虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合は、速やかに委員会のメン 

バーに報告する 

 ②委員会は事実確認を行い、虐待と判断される時は直ちに室蘭市に報告する 

 ③虐待の程度が緊急性の高い場合は、室蘭市及び警察等の協力も仰ぎ被虐待

者の生命の保全を第一とする 

 ④委員会での詳細な事実確認に基づき、原因究明や再発防止対策について委

員会で協議するとともに、結果を室蘭市及び関係機関に報告する 

 ⑤虐待を受けた利用者及び家族に説明・謝罪を行うとともに、虐待した職員に

ついては厳正な処分を行う 

 ⑥一連の経緯は必ず記録し保管する 

 

８．苦情に対する対応 

 ①苦情については各施設・事業所において生活相談員が苦情相談窓口となり、

真摯な対応に心がけるとともに、必要に応じて苦情第三者委員会を開催し

解決・改善に向けた協議を行う 

②苦情の内容が虐待や身体拘束に関するものについては、本指針の「５．虐待

が発生した場合の対応」による 

 



９．指針の閲覧 

  高齢者虐待防止及び身体拘束等の適正化指針は、いつでも利用者、家族、職

員が自由に閲覧できる場所に設置するとともにホームページにも掲載する 

 

 

 

 

（附則） 平成３０年 ６月施行 （高齢者虐待防止） 

     令和 ５年１２月改定 （身体拘束の適正化追加） 

 

 

 

 

 

 

 


